
 第3回 福島区ふくふくまつりを開催しました（令和8年5⽉)

福島区民生委員児童委員協議会では、民生委員・児童委員活動をより多くの地

域住民の皆さまに知っていただくことを目的として、「第3回 福島区ふくふくま

つり」を開催しました。

本事業は、地域の子どもから高齢者まで幅広い世代が楽しみながら交流できる

場を提供するとともに、地域福祉や支え合いの大切さを身近に感じていただく

ことを目的として実施しています。

令和8年5月24日、福島区民センターを会場として開催された当日は、多くの来

場者でにぎわい、会場全体が笑顔と活気に包まれました。

 区民ホールでは

・長～いおつきあい

・缶バッジづくり

・射的

・くじ引き

・はいはいレース

・血管年齢測定・アルコールパッチテスト

・防災ポンチョ体験・防災クイズ

・カプセルトイコーナー

・ミニ消防車展示

など、子どもからおとなまで楽しめる多彩な体験型ブースを設置しました。

また、「民生委員ってなに？ オンステージ」では、民生委員・児童委員制度や

活動内容について紹介しました。
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